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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　肌当接面側に配置された液透過性表面層、非肌当接面側に配置された防漏層、及び前記
表面層と前記防漏層との間に配置された吸収層を備え、長手方向及びそれに直交する幅方
向を有する吸収性物品であって、
　前記物品は、該物品を前記長手方向に沿って前方部、中央部及び後方部に区分する括れ
部を、前記長手方向に沿う左右両側縁に有しており、
　前記前方部及び前記後方部はそれらの最大幅が略同一であるとともに、前記中央部の最
大幅は前記前方部及び前記後方部の最大幅よりも狭く、
　前記中央部には、該中央部における前記左右両側縁よりも前記幅方向内方の位置に、該
幅方向の外方へ向けて凸の弧状をした防漏溝が、該左右両側縁の形状に略倣うように形成
されている吸収性物品。
【請求項２】
　前記長手方向に沿う２つの前記括れ部間の距離が、前記物品の該長手方向の長さの２０
％以上５０％以下である請求項１に記載の吸収性物品。
【請求項３】
　前記前方部と前記中央部とを区分する位置又はその近傍の位置に、及び前記後方部と前
記中央部を区分する位置又はその近傍の位置に、前記幅方向に沿って延びる連続した第２
の防漏溝を備える請求項１又は２に記載の吸収性物品。
【請求項４】
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　前記中央部における前記幅方向の中央域に、前記物品の前記幅方向における曲げ剛性を
高めるための圧縮手段を有する請求項１ないし３のいずれか一項に記載の吸収性物品。
【請求項５】
　前記前方部及び前記後方部においては、それらの幅方向における最大幅を有する位置か
ら前記括れ部に向けて前記物品の幅が漸減している請求項１ないし４のいずれか一項に記
載の吸収性物品。
【請求項６】
　前記前方部及び前記後方部においては、それらの幅方向における最大幅を有する位置が
、該前方部及び該後方部における長手方向中央点と、該前方部及び該後方部における長手
方向先端部との間に存在している請求項１ないし５のいずれか一項に記載の吸収性物品。
【請求項７】
　前記中央部に形成されている前記防漏溝が、該中央部内にのみ位置している請求項１な
いし６のいずれか一項に記載の吸収性物品。
【請求項８】
　前記中央部に形成されている前記防漏溝が、前記吸収層における前記長手方向に沿う左
右両側縁よりも前記幅方向外方に位置している請求項１ないし７のいずれか一項に記載の
吸収性物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ショーツ等の下着の股間における内面に取り付けられて体液を吸収するため
に用いられる吸収性物品に関し、更に詳しくはパンティライナ、おりものシート、生理用
ナプキン等の吸収性物品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　長手方向に延びる両側縁に括れ部を有する吸収性物品が知られている。例えば特許文献
１及び２には、尿失禁パッドとして用いられる吸収性物品において、該物品の長手縁部が
第１の突起、中間突起及び第３の突起の３つの突起を有することが記載されている。中間
突起には折り線が、該中間突起の端部間に凹状に延びるように形成されている。この折り
線によって、吸収性コア素材が中心部及び一対の長手側部に分割されている。
【０００３】
　特許文献３には、腹側部と股下部との間、及び背側部と股下部との間に括れ部を有する
使い捨ておむつが記載されている。この使い捨ておむつにおいては、おむつ本体の両側に
弾性部材が一対張設されており、該一対の弾性部材の間隔が腹側部及び背側部に対して股
下部で広くなっている。この弾性部材の収縮作用によっておむつの肌対向面側にはポケッ
ト部が形成される。このポケット部は、前記括れ部によってその形成が容易になると、同
文献には記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００９－５１９０９６号公報
【特許文献２】特開２００９－５１９０９７号公報
【特許文献３】特開平４－２４２６４５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、特許文献１及び２に記載の尿失禁パッドは、中間突起間の幅が、第１の突起間
の幅及び第３の突起間の幅と同じになっているので、該パッドをショーツ等の下着の股間
に取り付けて装着した場合、該物品の横方向からの力が中間突起に加わりやすい。その結
果、該パッドはその装着状態において変形が起こりやすい。
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【０００６】
　特許文献３に記載の使い捨ておむつは、おむつ本体の両側に張設された一対の弾性部材
によってポケット部を形成して横漏れを防止しようとするものであり、肌対向面側に防漏
溝を形成しようとする考えは同文献には存在しない。
【０００７】
　したがって本発明の課題は、前述した従来技術が有する欠点を解消し得る吸収性物品を
提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、肌当接面側に配置された液透過性表面層、非肌当接面側に配置された防漏層
、及び前記表面層と前記防漏層との間に配置された吸収層を備え、長手方向及びそれに直
交する幅方向を有する吸収性物品であって、
　前記物品は、該物品を前記長手方向に沿って前方部、中央部及び後方部に区分する括れ
部を、前記長手方向に沿う左右両側縁に有しており、
　前記前方部及び前記後方部はそれらの最大幅が略同一であるとともに、前記中央部の最
大幅は前記前方部及び前記後方部の最大幅よりも狭く、
　前記中央部には、該中央部における前記左右両側縁よりも前記幅方向内方の位置に、該
幅方向の外方へ向けて凸の弧状をした防漏溝が、該左右両側縁の形状に略倣うように形成
されている吸収性物品を提供するものである。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれれば、装着状態でのよれの発生や液の横漏れの発生が効果的に防止された
吸収性物品が提供される。また本発明によれれば、物品の中央部における左右両側縁が、
幅方向外方に向けて凸の弧状をしており、幅が広くなっているので、吸収性能に対する安
心感を着用者に与えることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、本発明の吸収性物品の一実施形態をその肌当接面側から見た平面図であ
る。
【図２】図２は、図１におけるII－II線断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下本発明を、その好ましい実施形態に基づき図面を参照しながら説明する。図１には
、本発明の吸収性物品の一実施形態としてのパンティライナが示されている。図２は、図
１におけるII－II線断面図である。図１及び図２に示すパンティライナ１０は、長手方向
Ｙ及びそれに直交する方向である幅方向Ｘを有し、Ｙ方向に細長い形状をしている。パン
ティライナ１０は、一般に月経後期の経血量が少なくなる時期から非生理期間においてシ
ョーツ等の下着の股間における内面に取り付けられ、おりものや経血等の体液を吸収する
ために用いられるものである。そのためパンティライナは、多くの経血を吸収することを
目的に使用されることが少ないため、一般に他の体液吸収性物品、例えば生理用ナプキン
等と比較して幅が狭いこと、厚みが薄いことが特徴である。例えば、パンティライナは最
大幅が７０ｍｍ以下であることが好ましく、最大幅が６０ｍｍ以下であることがより好ま
しい。また、パンティライナは一般にその最大厚みが好ましくは４．０ｍｍ以下、更に好
ましくは３．０ｍｍ以下という薄手のものである。このように、幅が狭く、かつ好ましく
は厚みが小さい吸収性物品であるパンティライナは、少量の経血やおりもの（帯下）の吸
収に好適に用いられる。なお、前記の厚みは、パンティライナを広げて平板状とし、その
上に大きさ３７ｍｍ×３７ｍｍ、厚さ３ｍｍのアクリルプレートを置き、ＫＥＹＥＮＣＥ
社製非接触式レーザー変位計（レーザーヘッドＬＫ－Ｇ３０、変位計ＬＫ－ＧＤ５００）
を用いて測定される。
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【００１２】
　パンティライナ１０は、着用者の肌当接面側に配置された液透過性の表面層１１及び非
肌当接面側に配置された防漏層１２を有している。表面層１１は、パンティライナ１０の
着用状態において着用者の肌に対向する部位である。防漏層１２は、パンティライナ１０
の着用状態においてショーツ等の下着の内面に対向する部位である。防漏層１２は、液不
透過性であるか又は液難透過性である。表面層１１と防漏層１２との間には液保持性の吸
収層１３が配置されている。
【００１３】
　表面層１１及び防漏層１２は、一般に一枚のシート材料から構成されているか、又は複
数枚のシート材料を重ね合わせたものから構成されている。表面層１１及び防漏層１２が
、複数枚のシート材料の重ね合わせから構成されている場合、シート材料間は接合状態に
なっていてもよく、あるいは非接合状態になっていてもよい。
【００１４】
　表面層１１、防漏層１２及び吸収層１３としては、当該技術分野においてこれまで用い
られてきたものと同様のものを特に制限なく用いることができる。例えば表面層１１とし
ては、液透過性を有する不織布、織布、穿孔フィルムなどを用いることができる。防漏層
１２としては、液不透過性の合成樹脂製のフィルム、２種類以上の不織布からなる液難透
過性の積層体（例えばスパンボンド不織布とメルトブローン不織布との積層体）、液不透
過性の合成樹脂製のフィルムと不織布との積層体などを用いることができる。この場合、
液不透過性の合成樹脂製のフィルムは水蒸気透過性を有していてもよい。防漏層１２の外
面には、パンティライナ１０をショーツ等の下着の股間における内面に固定するための固
定部（図示せず）が形成されていてもよい。固定部は例えば粘着剤から構成される。吸収
層１３としては、パルプ繊維等の吸液材料を含み、かつ必要に応じ高吸収性ポリマーの粒
子を含む積繊体、パルプ繊維等の吸液材料を含み、かつ必要に応じ高吸収性ポリマーの粒
子を含む吸収紙、２枚の該吸収紙の間に高吸収性ポリマーの粒子が配置されてなる吸収シ
ートなどを用いることができる。
【００１５】
　平面視において表面層１１と防漏層１２とは、略同一の形状をしている。吸収層１３は
表面層１１及び防漏層１２よりも小さい形状をしている。吸収層１３は、平面視して、パ
ンティライナ１０の長手方向に長辺を有する矩形をしている。吸収層１３は、後述する中
央部Ｃの長手方向全域にわたって存在しており、かつ後述する前方部Ａ及び後方部Ｂの一
部にも存在している。表面層１１及び防漏層１２は、吸収層１３の全周縁から外方に延出
しており、それらの延出域どうしが互いに接合されて、パンティライナ１０の全周にわた
る連続した周縁接合部１４を形成している。周縁接合部１４は、表面層１１及び防漏層１
２の周縁１１ａ，１２ａよりも内方に位置している。したがって表面層１１及び防漏層１
２は図２に示すとおり、周縁接合部１４と、該表面層１１及び該防漏層１２の周縁１１ａ
，１２ａとの間の部位１４ａにおいて非接合状態になっている。部位１４ａにおいて表面
層１１と防漏層１２とが非接合状態になっていることで、パンティライナ１０の装着状態
において、周縁接合部１４が着用者の肌に直接接触しづらくなるので、違和感が生じにく
くなるという利点がある。
【００１６】
　なお、この種の吸収性物品においては、液の横漏れを防止する観点から、長手方向の左
右両側部に長手方向に延びる防漏カフが形成されていることがしばしばあるが、本実施形
態のパンティライナ１０は、薄型化等の観点からそのような防漏カフを有していない。更
に、この種の吸収性物品においては、該物品をショーツ等の下着に確実に固定することを
目的として、左右両側縁から側方に延出し、かつ着用状態において下着の股間における外
面側に折り返されるウイング部と呼ばれる部位が形成されることがしばしばあるが、本実
施形態のパンティライナ１０は、薄型化等の観点からそのようなウイング部を有していな
い。
【００１７】
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　図１に示すとおり、パンティライナ１０はその平面視において、長手方向の中央に中央
部Ｃを有している。更にパンティライナ１０は、中央部Ｃから長手方向の前後に延びる前
方部Ａ及び後方部Ｂを有している。前方部Ａと中央部Ｃとは、前方括れ部１５によってそ
れらの位置が区分される。同様に、後方部Ｂと中央部Ｃとは、後方括れ部１６によってそ
れらの位置が区分される。前方括れ部１５及び後方括れ部１６はそれぞれ、パンティライ
ナ１０をその長手方向に沿って前方部Ａから後方部Ｂに向けて幅を見たとき、該幅が減少
から増加に転じる部位のことである。前方括れ部１５及び後方括れ部１６は、パンティラ
イナ１０の長手方向に関して、ある長さを有する部位であってもよく、あるいは長さを有
さない一点で特定される部位であってもよい。図１に示すパンティライナ１０においては
、前方括れ部１５及び後方括れ部１６の位置は一点で特定される。一方の側縁１７におけ
る前方括れ部１５と、他方の側縁１７における前方括れ部１５とは、パンティライナ１０
の長手方向に沿ってみたとき、同じ位置に位置している。後方括れ部１６に関しても同様
である。
【００１８】
　前方部Ａ及び後方部Ｂは、その長さが略同一になっている。中央部Ｃの長さ、すなわち
長手方向に沿う前方括れ部１５と後方括れ部１６との間の距離は、前方部Ａ及び後方部Ｂ
の長さと同じでもよく、あるいは異なっていてもよい。パンティライナ１０の中央部Ｃの
幅、前方部括れ部１５における幅、後方部括れ部１６における幅を一定とした場合、中央
部Ｃの長さが短くなるほど中央部Ｃの側縁端を形成する弧の曲率が小さくなる。その結果
、パンティライナ１０の着用中に使用者の足から受ける圧縮力に対して抵抗力が増加し、
該パンティライナ１０はそのよれが効果的に防止される。また、パンティライナ１０の外
観形状がすっきりしたものとなり、使用者の印象が高まる。これらの観点から、中央部Ｃ
の長さは前方部Ａ及び後方部Ｂそれぞれの長さよりも短いことが好ましい。この場合、中
央部Ｃの長さに対する前方部Ａ及び後方部Ｂそれぞれの長さは、１００％超であることが
好ましく、１１０％以上であることが更に好ましい。上限値に関しては、１５０％以下で
あることが好ましく、１４０％以下であることが更に好ましい。また中央部Ｃの長さは、
パンティライナ１０の全体の長さに対して２０％以上であることが好ましく２５％以上で
あることが更に好ましい。上限値に関しては、５０％以下であることが好ましく、３５％
以下であることが更に好ましい。例えば中央部Ｃの長さは、パンティライナ１０の全体の
長さに対して好ましくは２０％以上５０％以下とすることができ、更に好ましくは２５％
以上３５％以下とすることができる。中央部Ｃの長さをこの範囲に設定することで、パン
ティライナ１０の装着状態において幅方向からの外力が加わった場合に、中央部Ｃの変形
を阻止する抵抗力が該中央部Ｃに生じやすくなり、該中央部Ｃによれが発生しにくくなる
ので好ましい。
【００１９】
　パンティライナ１０の長手方向に沿ってみたとき、前方部Ａは、その幅が一定ではなく
、最大幅を有する部位（以下「この部位を最大幅部」という。）Ａ１を、１箇所有する。
同様に、後方部Ｂもその幅が一定ではなく、最大幅部Ｂ１を１箇所有する。
【００２０】
　前方部Ａは、最大幅部Ａ１から前方括れ部１５に向けてその幅が漸減している。また前
方部Ａは、最大幅部Ａ１から長手方向先端部Ａ２に向けてその幅が漸減している。最大幅
部Ａ１から前方括れ部１５までの間においては、前方部Ａの側縁１７Ａは略直線になって
いる。一方、最大幅部Ａ１から長手方向先端部Ａ２までの間においては、前方部Ａの前端
縁１８Ａは、該先端部Ａ２に向けて凸の緩やかな弧状になっている。そして、前端縁１８
Ａと側縁１７Ａとは滑らかに連なっている。
【００２１】
　後方部Ｂも前方部Ａと同様の形状となっており、最大幅部Ｂ１から後方括れ部１６に向
けてその幅が漸減している。また後方部Ｂは、最大幅部Ｂ１から長手方向先端部Ｂ２に向
けてその幅が漸減している。最大幅部Ｂ１から後方括れ部１６までの間においては、後方
部Ｂの側縁１７Ｂは略直線になっている。一方、最大幅部Ｂ１から長手方向先端部Ｂ２ま
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での間においては、後方部Ｂの後端縁１８Ｂは、該先端部Ｂ２に向けて凸の緩やかな弧状
になっている。そして、後端縁１８Ｂと側縁１７Ｂとは滑らかに連なっている。
 
【００２２】
　前方部Ａ及び後方部Ｂと同様に、中央部Ｃも、パンティライナ１０の長手方向に沿って
みたとき、その幅が一定ではなく、最大幅部Ｃ１を１箇所有する。最大幅部Ｃ１は、中央
部Ｃを長手方向に前後二等分する位置に形成されている。そして中央部Ｃは、最大幅部Ｃ
１から前方括れ部１５に向けてその幅が漸減している。同様に中央部Ｃは、最大幅部Ｃ１
から後方括れ部１６に向けてその幅が漸減している。前方括れ部１５と後方括れ部１６と
の間において、中央部Ｃの各側縁１７Ｃは、幅方向の外方へ向けて凸の緩やかな弧状にな
っている。中央部Ｃの各側縁１７Ｃが、幅方向の外方へ向けて凸の緩やかな弧状になって
いると、パンティライナ１０の装着状態において幅方向からの外力が加わった場合に、中
央部Ｃの変形が、該側縁１７Ｃの形状に起因して生じる抵抗力によって阻止されるので、
中央部Ｃによれが生じにくくなるという利点がある。特に本実施形態はパンティライナに
係るものであるところ、先に述べたとおりパンティライナは一般に薄手のものなので、厚
みを増やすことによる剛性の増加を利用したよれ防止を図ることが難しいが、中央部Ｃの
側縁１７Ｃを上述した形状にすることで、パンティライナの厚みを増やさなくても、よれ
防止を図ることができる。また、中央部Ｃの各側縁１７Ｃが、幅方向の外方へ向けて凸の
緩やかな弧状になっていると、中央部Ｃの面積が視覚的に広く感じられることから、吸収
性能に対する安心感を着用者に与えることができる。しかも実際に中央部Ｃの面積を広く
確保できるので、液の吸収容量を高くすることができる。
【００２３】
　前方部Ａの最大幅と、後方部Ｂの最大幅とは略同一になっている。ここで「略同一」と
は、両者の幅の差（最大幅の大きい方から小さい方を引いた値を最大幅の大きい方で割っ
た値）が５％以内、好ましくは３％であることを言う。これに対して、中央部Ｃの最大幅
は、前方部Ａ及び後方部Ｂの最大幅よりも小さくなっている。このような構成を採用する
ことで、パンティライナ１０の装着状態において幅方向からの外力が加わった場合に、該
外力は主として前方部Ａ及び後方部Ｂに作用することになるので、中央部Ｃに該外力が作
用しにくくなる。その結果、中央部Ｃによれが生じにくくなる。
【００２４】
　前方部Ａにおいては、最大幅部Ａ１は、前方部Ａの長手方向中央点（すなわち前方部Ａ
を長手方向に前後二等分する位置）と、前方部Ａの先端部Ａ２との間に存在していること
が好ましい。同様に後方部Ｂにおいても、最大幅部Ｂ１は、後方部Ｂの長手方向中央点（
すなわち後方部Ｂを長手方向に前後二等分する位置）と、後方部Ｂの先端部Ｂ２との間に
存在していることが好ましい。最大幅部Ａ１及びＢ１の位置をこのように設定することで
、着用者の身体に対する前方部Ａ及び後方部Ｂのフィット性が良好になるので好ましい。
特に、最大幅部Ａ１及びＢ１と、先端部Ａ２及びＢ２との間において、前方部Ａ及び後方
部Ｂが肌当接面側に向けて折れ曲がり性向を有するようになる。その結果、最大幅部Ａ１
及びＢ１と、先端部Ａ２及びＢ２との間において、前方部Ａ及び後方部Ｂが船の舳先のよ
うな形状になりやすく、パンティライナ１０の前後端部からの液漏れが抑制される。
【００２５】
　中央部Ｃには、長手方向に連続して延びる一対の第１の防漏溝２０が形成されている。
第１の防漏溝２０は、中央部Ｃにおける左右両側縁１７Ｃよりも幅方向内方に位置してい
る。第１の防漏溝２０の形成位置には吸収層１３は存在していない。具体的には、第１の
防漏溝２０は、吸収層１３における長手方向に沿う左右両側縁よりも幅方向外方に位置し
ている。第１の防漏溝２０は、その長さ方向の略中央域における幅が最も大きく、かつそ
の端部に向かうに連れてその幅が漸減している。第１の防漏溝２０は、表面層１１と防漏
層１２とを一緒に押圧して表面層１１を圧密化し、該表面層１１の剛性を高めることで形
成されている。このような圧密化を行うには、例えば周面に凹凸を有する凹凸ローラーと
平滑ローラーとを具備するエンボス装置を用い、表面層１１と防漏層１２とを重ね合わさ
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せた状態で両ローラー間に通して押圧するときに、凹凸ローラーの周面を表面層１１に対
向させればよい。
【００２６】
　第１の防漏溝２０は、パンティライナ１０の幅方向の外方へ向けて凸の緩やかな弧状を
描くように形成されている。更に第１の防漏溝２０は、中央部Ｃにおける左右両側縁１７
Ｃの形状に略倣うように形成されている。このような形状の第１の防漏溝２０が形成され
ていることで、パンティライナ１０の装着状態において幅方向からの外力が加わった場合
に、中央部Ｃの変形が、第１の防漏溝２０の形状に起因して生じる抵抗力によって阻止さ
れるので、中央部Ｃによれが一層生じにくくなるという利点がある。
【００２７】
　なお、第１の防漏溝２０が左右両側縁１７Ｃの形状に略倣うとは、弧状を描く第１の防
漏溝２０における任意の位置での法線が、側縁１７Ｃを横切るまでの距離が、第１の防漏
溝２０のいずれの位置でもほぼ同じであり、パンティライナ１０の中央部Ｃにおける第１
の防漏溝２０における法線が側縁１７Ｃを横切るまで の距離Ｄ1に対し、第１の防漏溝２
０における任意の位置での法線が、側縁１７Ｃを横切るまでの距離Ｄxの差が２ｍｍ以内
（｜Ｄx－Ｄ1｜≦２ｍｍ）であることを言う。
【００２８】
　また、中央部Ｃに第１の防漏溝２０が形成されていることで、パンティライナ１０の装
着状態において幅方向からの外力が加わった場合に、第１の防漏溝２０が変形の軸として
作用し、第１の防漏溝２０よりも幅方向外方に位置する部位が、肌当接面側に向けて折れ
曲がり性向を有するようになる。その結果、中央部Ｃにおける横漏れが抑制される。特に
本実施形態においては、第１の防漏溝２０の形成位置に吸収層１３が存在していないので
剛性が低く、第１の防漏溝２０が変形の軸として一層作用しやすくなる。装着位置のずれ
や勢いのある排泄時に排泄液が吸収層１３の幅方向外方に向けて進出した場合でも、排泄
物をせき止め、かつ、長手方向に拡散させつつ幅方向内側へ戻すことが容易となる。その
結果、中央部Ｃにおける横漏れが一層抑制される。また、中央部Ｃの幅が前方部Ａ及び後
方部Ｂよりも狭いことに起因して、肌当接面側に折れ曲がった領域がよれにくくなるから
、活動的な着用者が着用した場合でも横漏れが起こりにくくなる。
【００２９】
　特に、第１の防漏溝２０は、中央部Ｃ内にのみ位置しており、前方部Ａ及び後方部Ｂに
は位置していない。つまり、第１の防漏溝２０の長手方向の長さが、該長手方向に沿う２
つの括れ部である前方括れ部１５と後方括れ部１６との間の距離よりも短くなっている。
この構成を採用することで、第１の防漏溝２０が変形の軸として一層作用しやすくなり、
第１の防漏溝２０よりも幅方向外方に位置する部位が、肌当接面側に向けて一層折れ曲が
りやすくなる。また、この構成を採用することには、前方部Ａ及び後方部Ｂの変形による
着用者の身体へのフィット性が、第１の防漏溝２０によって阻害されにくくなるという利
点がある。
【００３０】
　しかも、第１の防漏溝２０は、その２つの端部が周縁接合部１４にまで達しておらず、
該周縁接合部１４よりも幅方向内方の位置で終端している。これによっても、第１の防漏
溝２０よりも幅方向外方に位置する部位が、肌当接面側に向けて一層折れ曲がりやすくな
る。また、中央部Ｃに排泄された液が第１の防漏溝２０に沿って流れたときに、側縁１７
Ｃから漏れ出すことが防止される。更に、第１の防漏溝２０は、前後の括れ部１５，１６
よりも長手方向中央部寄りに２つの端部を有しているので、中央部Ｃにおける第１の防漏
溝２０を基軸としてパンティライナ１０の中央領域の側端１７Ｃが起立しやすくなり、パ
ンティライナ１０の側縁１７Ｃからの体液の漏れ防止性能を高めることができる。
【００３１】
　図１に示すとおり、パンティライナ１０には、一対の第１の防漏溝２０，２０に加えて
、一対の第２の防漏溝２１Ａ，２１Ｂが形成されている。第２の防漏溝２１Ａ，２１Ｂは
、前方部Ａと中央部Ｃとを区分する位置又はその近傍の位置に設けられているとともに、
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後方部Ｂと中央部Ｃを区分する位置又はその近傍の位置に設けられている。第２の防漏溝
２１Ａ，２１Ｂは、パンティライナ１０の幅方向に沿って連続して延びている。第２の防
漏溝２１Ａ，２１Ｂは、その長さ方向の略中央域における幅が最も大きく、かつその端部
に向かうに連れてその幅が漸減している。また、第２の防漏溝２１Ａ，２１Ｂは、パンテ
ィライナ１０の長手方向の外方へ向けて凸の緩やかな弧状を描いている。第２の防漏溝２
１Ａ，２１Ｂは、吸収層１３が存在する位置に形成されている。第２の防漏溝２１Ａ，２
１Ｂは、表面層１１と吸収層１３と防漏層１２とを一緒に押圧して表面層１１及び必要に
応じて吸収層１３を圧密化し、該表面層１１及び必要に応じ該吸収層１３の剛性を高める
ことで形成されている。このような圧密化を行うには、例えば周面に凹凸を有する凹凸ロ
ーラーと平滑ローラーとを具備するエンボス装置を用い、表面層１１と吸収層１３と防漏
層１２とを重ね合わさせた状態で両ローラー間に通して押圧するときに、凹凸ローラーの
周面を表面層１１に対向させればよい。
【００３２】
　幅方向に延びる第２の防漏溝２１Ａ，２１Ｂが形成されていることで、中央部Ｃに排泄
された液がパンティライナ１０の長手方向に沿って流れるとき、その流れが第２の防漏溝
２１Ａ，２１Ｂによって阻止されるので、パンティライナ１０の前後端からの液漏れが抑
制される。また第２の防漏溝２１Ａ，２１Ｂは変形の軸として作用するので、パンティラ
イナ１０の着用状態において前方部Ａ及び後方部Ｂが肌当接面側に向けて変形しやすくな
り、パンティライナ１０が着用者の身体の形状に沿いやすくなる。更にこの第２の防漏溝
２１Ａ，２１Ｂが、弧状を描くように形成されていることで、パンティライナ１０の着用
状態において幅方向からの外力が加わった場合に、パンティライナ１０の変形が、第２の
防漏溝２１Ａ，２１Ｂの形状に起因して生じる抵抗力によって阻止されるという利点もあ
る。
【００３３】
　先に述べた吸収層１３は、その前方部Ａ側の端縁１３Ａ及び後方部Ｂ側の端縁１３Ｂは
、第２の防漏溝２１Ａ，２１Ｂを越えて位置している。該端縁１３Ａ，１３Ｂは、周縁接
合部１４にまでは到達しておらず、第２の防漏溝２１Ａ，２１Ｂと、周縁接合部１４との
間に位置している。更に詳細には、該端縁１３Ａ，１３Ｂは、第２の防漏溝２１Ａ，２１
Ｂと、後述する前方部第２防漏溝２６，後方部第２防漏溝２７との間に位置している。
【００３４】
　一対の第１の防漏溝２０，２０及び一対の第２の防漏溝２１Ａ，２１Ｂに囲まれた領域
、特に中央部Ｃにおける幅方向の中央域においては、図２に示すとおり、複数の点状押圧
部１９が形成されている。点状押圧部１９は、前記中央域の剛性を高めて形状を安定させ
ることで、おりものや経血等の体液を安定して吸収する観点、及び使用者に該中央域の吸
収性の高さを喚起させる観点から形成される。点状押圧部１９は散点状に配置されている
。点状押圧部１９の配置は規則的又は不規則的とすることができる。点状押圧部１９は、
平面視での形状が例えば円形や多角形であり得る。点状押圧部１９は、表面層１１と吸収
層１３と防漏層１２とが一緒に押圧され、表面層１１及び吸収層１３が圧密化されて、該
表面層１１及び必要に応じ該吸収層１３の剛性を高めることで形成されている。このよう
な圧密化を行うには、例えば周面に凹凸を有する凹凸ローラーと平滑ローラーとを具備す
るエンボス装置を用い、表面層１１と吸収層１３と防漏層１２とを重ね合わさせた状態で
両ローラー間に通して押圧するときに、凹凸ローラーの周面を表面層１１に対向させれば
よい。複数の点状押圧部１９を、中央部Ｃにおける幅方向の中央域に少なくとも形成する
ことで、該点状押圧部１９は、パンティライナ１０の幅方向における曲げ剛性を高めるた
めの圧縮手段として作用する。複数の点状押圧部１９が該圧縮手段として作用することで
、パンティライナ１０の装着状態において幅方向からの外力が加わった場合に、中央部Ｃ
の変形が、剛性の高い部位である各点状押圧部１９に起因して生じる抵抗力によって阻止
されるので、中央部Ｃによれが一層生じにくくなるという利点がある。これらの利点を一
層顕著なものとする観点から、各点状押圧部１９は、その面積を１ｍｍ２以上、特に２ｍ
ｍ２以上とすることが好ましい。面積の上限値は１０ｍｍ２以下、特に７ｍｍ２以下であ
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ることが好ましい。例えば各点状押圧部１９の面積は、１～１０ｍｍ２であることが好ま
しく、２～７ｍｍ２であることが好ましい。面積がこの範囲内であることを条件として、
点状押圧部１９は、１ｃｍ×１ｃｍの正方形の区画内に平均して２個以上、特に４個以上
配置されていることが好ましい。個数の上限値は、３２個以下、特に１６個以下であるこ
とが好ましい。例えば点状押圧部１９の個数は１ｃｍ×１ｃｍの正方形の区画内に平均し
て２～３２個、特に４～１６個であることが好ましい。
 
【００３５】
　また、一対の第１の防漏溝２０，２０及び一対の第２の防漏溝２１Ａ，２１Ｂに囲まれ
た領域、特に中央部Ｃにおける幅方向の中央域においては、おりものや経血等の体液を素
早く吸収する観点、及び使用者に該中央域の吸収性の高さを喚起させる観点から、複数の
点状押圧部１９の代わりに表面層１１に複数の開孔部（図示せず）が設けられていてもよ
い。開孔部は複数のピンを、表面層１１の肌当接面側から押し込むことによって該表面層
１１の肌当接面側に設けられる。開孔部は、おりものや経血等の体液を素早く透過させ使
用者にドライ感を与える観点、及び表面層１１の形状を保持し着用中の表面層１１の破れ
や裂けを防止する観点から、その面積を１ｍｍ2以上、特に２ｍｍ2以上とすることが好ま
しい。面積の上限値は１０ｍｍ2以下、特に７ｍｍ2以下であることが好ましい。例えば各
開孔部の面積は、１～１０ｍｍ2であることが好ましく、２～７ｍｍ2であることが好まし
い。面積がこの範囲内であることを条件として、開孔部は、１ｃｍ×１ｃｍの正方形の区
画内に平均して２個以上、特に４個以上配置されていることが好ましい。個数の上限値は
、３２個以下、特に１６個以下であることが好ましい。例えば開孔部１８の個数は１ｃｍ
×１ｃｍの正方形の区画内に平均して２～３２個、特に４～１６個であることが好ましい
。
【００３６】
　パンティライナ１０に第１の防漏溝２０，２０及び第２の防漏溝２１Ａ，２１Ｂが形成
されていることは先に述べたとおりであるところ、該パンティライナ１０には更に別の防
漏溝も形成されている。具体的には、前方部Ａ側に形成されている第２の防漏溝２１Ａの
左右両側部に、パンティライナ１０の長手方向に連続して延びる前方部第１防漏溝２２が
一対形成されている。前方部第１防漏溝２２は、その一方の端部（例えば長手方向中央寄
りの端部）の位置を前方括れ部１５と長手方向に一致させるか、又はその近傍に位置して
いる。図１に示す実施形態では、前方部第１防漏溝２２の一方の端部は、前方括れ部１５
の近傍に位置している。また、パンティライナ１０の幅方向に関して、該一方の端部（例
えば長手方向中央寄りの端部）は、これに最近接する中央部Ｃにおける第１の防漏溝２０
の端部よりも外側に位置している。これによって、使用中に第１の防漏溝２０が着用者の
足から受ける圧縮力を、幅方向から受ける圧縮力に対して高い抗力を有する第２の防漏溝
２１Ａに効果的に伝達することができる。その結果、パンティライナ１０の中央域が受け
る幅方向からの圧縮力が、第２の防漏溝２１Ａが配置される領域に逃げるようになるので
、パンティライナ１０の中央域のよれを抑制することができる。前方部第１防漏溝２２の
他方の端部は、前方部Ａの最大幅部Ａ１よりも中央部Ｃ寄りであって、かつ第２の防漏溝
２１Ａよりも先端部Ａ２寄りに位置している。前方部第１防漏溝２２は、パンティライナ
１０の幅方向の内方へ向けて凸の緩やかな弧状を描くように形成されている。前方部第１
防漏溝２２は、少なくとも表面層１１と防漏層１２とを一緒に押圧して表面層１１を圧密
化し、該表面層１１の剛性を高めることで形成されている。場合によっては、表面層１１
及び防漏層１２に加えて吸収層１３も一緒に圧密化されることもある。
【００３７】
　長手方向に延びる前方部第１防漏溝２２は、前方部Ａの長手方向先端部Ａ２寄りの位置
に、該前方部第１防漏溝２２から幅方向内方及び外方に分岐する内方分岐部２２Ａ及び外
方分岐部２２Ｂを有している。内方分岐部２２Ａ及び外方分岐部２２Ｂは、それらの長さ
が前方部第１防漏溝２２よりも短くなっている。内方分岐部２２Ａ及び外方分岐部２２Ｂ
は、それらの一方の端部が前方部第１防漏溝２２に連結している。他方の端部は自由端部
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になっている。この自由端部の位置は、前方部第１防漏溝２２における先端部Ａ２寄りの
端部の位置よりも、中央部Ｃ寄りになっている。内方分岐部２２Ａ及び外方分岐部２２Ｂ
は、前方部第１防漏溝２２と同様に、少なくとも表面層１１と防漏層１２とを一緒に押圧
して表面層１１を圧密化し、該表面層１１の剛性を高めることで形成されている。場合に
よっては、表面層１１及び防漏層１２に加えて吸収層１３も一緒に圧密化されることもあ
る。
【００３８】
　長手方向に延びる前方部第１防漏溝２２及び後述する後方部第１防漏溝２３は、第１の
防漏溝２０とは逆向きに湾曲した弧（幅方向内側に凸の湾曲形状）で形成されることが好
ましい。前方部第１防漏溝２２及び後方部第１防漏溝２３をパンティライナ１０の幅方向
内側に凸となる弧で形成することで、着用中に使用者の足から受ける圧縮力を、前方部第
１防漏溝２２後方部第１防漏溝２３に集中させる効果が得られる。その結果、体液排泄点
に対応する部位であるパンティライナ１０の中央部によれが生じにくくなり、安定した吸
収性能を得ることができる。
【００３９】
　後方部Ｂ側に形成されている第２の防漏溝２１Ｂの左右両側部には、パンティライナ１
０の長手方向に連続して延びる後方部第１防漏溝２３が一対形成されている。後方部第１
防漏溝２３は、後方部Ｂの長手方向先端部Ｂ２寄りの位置に、該後方部第１防漏溝２３か
ら幅方向内方及び外方に分岐する内方分岐部２３Ａ及び外方分岐部２３Ｂを有している。
これら後方部第１防漏溝２３、内方分岐部２３Ａ及び外方分岐部２３Ｂの形状及び構成は
、先に述べた前方部第１防漏溝２２、内方分岐部２２Ａ及び外方分岐部２２Ｂと同様であ
る。後方部第１防漏溝２３、内方分岐部２３Ａ及び外方分岐部２３Ｂの形状及び構成に関
しては、先に述べた前方部第１防漏溝２２、内方分岐部２２Ａ及び外方分岐部２２Ｂにつ
いての説明が適宜適用されるので、その説明を省略する。
【００４０】
　第１の防漏溝２０と、前方部Ａに形成されている前方部第１防漏溝２２との間には、第
１の押圧部２４が形成されている。一方、第１の防漏溝２０と、後方部Ｂに形成されてい
る後方部第１防漏溝２３との間には、第２の押圧部２５が形成されている。第１の押圧部
２４及び第２の押圧部２５は略同じ形状をしている。第１の押圧部２４及び第２の押圧部
２５は、略円形又は略正多角形をした小押圧部が複数個集合した異方性の低い形状をして
いる。第１の押圧部２４及び第２の押圧部２５は、少なくとも表面層１１と防漏層１２と
を一緒に押圧して表面層１１を圧密化し、該表面層１１の剛性を高めることで形成されて
いる。場合によっては、表面層１１及び防漏層１２に加えて吸収層１３も一緒に圧密化さ
れることもある。第１の押圧部２４は、第１の防漏溝２０と、前方部第１防漏溝２２との
間に位置して、これらの防漏溝を実質的に連続した状態にして、これらの防漏溝を形成し
た効果を一層顕著にする目的で形成されている。また、パンティライナ１０にデザイン上
の美感を付与する目的で形成されている。第２の押圧部２５についても同様である。
【００４１】
　前方部Ａには、前方部第１防漏溝２２よりも更に先端部Ａ２寄りの位置に、パンティラ
イナ１０の長手方向に連続して延びる前方部第２防漏溝２６が形成されている。前方部第
２防漏溝２６は、パンティライナ１０の長手方向の左右両側部に一対形成されている。前
方部第２防漏溝２６は、パンティライナ１０の幅方向の内方へ向けて凸の緩やかな弧状を
描くように形成されている。前方部第２防漏溝２６は、その長さが前方部第１防漏溝２２
よりも短くなっている。前方部第２防漏溝２６は、少なくとも表面層１１と防漏層１２と
を一緒に押圧して表面層１１を圧密化し、該表面層１１の剛性を高めることで形成されて
いる。
【００４２】
　長手方向に延びる前方部第２防漏溝２６は、先端部Ａ２寄りの位置に、該前方部第２防
漏溝２６から幅方向内方に分岐する内方分岐部２６Ａを有している。内方分岐部２６Ａは
、その長さが前方部第２防漏溝２６よりも短くなっている。内方分岐部２６Ａは、その一
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方の端部が前方部第２防漏溝２６に連結している。他方の端部は自由端部になっている。
この自由端部の位置は、前方部第２防漏溝２６における先端部Ａ２寄りの端部の位置を越
えて先端部Ａ２寄りになっている。内方分岐部２６Ａは、前方部第２防漏溝２６と同様に
、少なくとも表面層１１と防漏層１２とを一緒に押圧して表面層１１を圧密化し、該表面
層１１の剛性を高めることで形成されている。
 
【００４３】
　後方部Ｂ側に形成されている後方部第１防漏溝２３よりも更に先端部Ｂ２寄りの位置に
は、パンティライナ１０の長手方向に連続して延びる後方部第２防漏溝２７が形成されて
いる。後方部第２防漏溝２７は、後方部Ｂの長手方向先端部Ｂ２寄りの位置に、該後方部
第２防漏溝２７から幅方向内方に分岐する内方分岐部２７Ａを有している。これら後方部
第２防漏溝２７及び内方分岐部２７Ａの形状及び構成は、先に述べた前方部第２防漏溝２
６及び内方分岐部２６Ａと同様である。後方部第２防漏溝２７及び内方分岐部２７Ａの形
状及び構成に関しては、先に述べた前方部第２防漏溝２６及び内方分岐部２６Ａについて
の説明が適宜適用されるので、その説明を省略する。
【００４４】
　前方部Ａにおける前方部第２防漏溝２６と、先端部Ａ２との間には、第３の押圧部２８
が形成されている。一方、後方部Ｂにおける後方部第２防漏溝２７と、先端部Ｂ２との間
には、第４の押圧部２９が形成されている。また、第３の押圧部２８及び第４の押圧部２
９は、最大幅部Ａ１及びＢ１の近傍に位置している。第３の押圧部２８及び第４の押圧部
２９は略同じ形状をしている。第３の押圧部２８及び第４の押圧部２９は、略円形をした
小押圧部が複数個集合した花弁状の形状をしている。第３の押圧部２８及び第４の押圧部
２９は、少なくとも表面層１１と防漏層１２とを一緒に押圧して表面層１１を圧密化し、
該表面層１１の剛性を高めることで形成されている。第３の押圧部２８及び第４の押圧部
２９は、その剛性の高さに起因して、最大幅部Ａ１及びＢ１に幅方向からの外力が加わっ
たときに、該最大幅部Ａ１及びＢ１における前方部Ａ及び後方部Ｂの変形を阻止する働き
を有している。また、パンティライナ１０にデザイン上の美感を付与する目的で形成され
ている。
【００４５】
　第１の防漏溝２０の長手方向延長線上には、第１押圧部２４、前方部第１防漏溝２２、
前方部第２防漏溝２６及び第３の押圧部２８並びに後方部第１防漏溝２３、第２押圧部２
５、後方部第２防漏溝２７及び第４の押圧部２９が配置されている。これら防漏溝及び押
圧部は、パンティライナ１０の側縁１７からのおりものや経血等の体液の漏れを確実に防
止する観点から、長手方向に沿って配列されることが望ましい。また、このように長手方
向に一連の防漏溝と押圧部が配置される場合、パンティライナ１０が長手方向に良好な屈
曲性と使用者に快適な装着感を与える観点から、各々が離間して配置されることが好まし
い。その離間する距離は、０．２ｍｍ以上、特に０．５ｍｍ以上であることが好ましい。
一方、表面層１１を滲む液を確実に引き込んで、パンティライナ１０の幅方向への漏れを
防止する観点から、離間距離は、５ｍｍ以下、特に４ｍｍ以下、更には１ｍｍ以下である
ことが好ましい。すべての防漏溝及び押圧部の間が離間していることが最も好ましいが、
最低限、第１の防漏溝２０と、前方部第１防漏溝２２及び後方部第２防漏溝との間が離間
していればよい。
【００４６】
　更に、パンティライナ１０の長手方向に沿って配置される一連の防漏溝及び押圧部には
、パンティライナ１０の側縁１７が使用者の肌側に向かって反り返り、パンティライナ１
０の側縁１７が肌に当たることで使用者に痛みや痒み等の不快感を与える、と言ったこと
を防止する効果がある。パンティライナ１０は使用者の体の形状に沿って長手方向に湾曲
した状態で下着に固定される。このため前方部Ａ及び後方部Ｂに向かうほど湾曲による歪
みが大きくなることから反り返りが生じやすくなる。このような前方部Ａ又は後方部Ｂで
発生しやすいパンティライナ１０の側縁１７の反り返りを防止する観点から、一連の防漏
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溝及び押圧部、特に押圧部はパンティライナ１０の前方部Ａ又は後方部Ｂに向かうに従い
、次第に圧縮部の面積が大きくなるように設計されることが好ましい。
【００４７】
　以上、これまで説明してきた防漏溝や押圧部のうち、パンティライナ１０の左右両側部
の位置に形成されているもの、すなわち第１の防漏溝２０、前方部第１防漏溝２２、後方
部第１防漏溝２３、前方部第２防漏溝２６、後方部第２防漏溝２７、第１の押圧部２４、
第２の押圧部２５、第３の押圧部２８及び第４の押圧部２９は、パンティライナ１０の長
手方向に延びて該パンティライナ１０を左右に二等分する縦中心線（図示せず）に関して
対称形になっており、かつ対称な位置に配置されている。
【００４８】
　以上、本発明のその好ましい実施形態に基づき説明したが、本発明は前記実施形態に制
限されない。例えば前記実施形態は、幅が狭く、かつ厚みの薄い吸収性物品であるパンテ
ィライナに係るものであったが、幅や厚みを適切に選択することで、本発明をパンティラ
イナ以外の吸収性物品に適用することもできる。
【００４９】
　また前記実施形態においては、複数の点状押圧部１９が、一対の第１の防漏溝２０，２
０と、一対の第２の防漏溝２１Ａ，２１Ｂとで囲まれた領域内に形成されていたが、これ
に加えて、前方部Ａにおける第２の防漏溝２１Ａと先端部Ａ２との間の領域や、後方部Ｂ
における第２の防漏溝２１Ｂと先端部Ｂ２との間の領域に複数の点状押圧部を更に形成し
てもよい。
【００５０】
　また、前記実施形態における第１の防漏溝２０及び第２の防漏溝２１Ａ，２１Ｂはいず
れも連続して延びる形状をしているが、これに代えて、これらの防漏溝を、連続した形状
と見なせる程度に近接した不連続な複数の押圧部の列状集合体から形成してもよい。
【００５１】
　また前記実施形態における第１の防漏溝２０は、第２の防漏溝２１Ａ，２１Ｂや前方部
第１防漏溝２２及び後方部第１防漏溝２３、並びに第１及び第２の押圧部と連結していな
い独立したものであったが、これに代えて、例えば第１の防漏溝２０を第２の防漏溝２１
Ａ，２１Ｂと連結させて、パンティライナ１０の長手方向に長径を有する略楕円形状の環
状防漏溝を形成してもよい。
【００５２】
　上述した実施形態に関し、本発明は更に以下の吸収性物品を開示する。
〔１〕　肌当接面側に配置された液透過性表面層、非肌当接面側に配置された防漏層、及
び前記表面層と前記防漏層との間に配置された吸収層を備え、長手方向及びそれに直交す
る幅方向を有する吸収性物品であって、前記物品は、該物品を前記長手方向に沿って前方
部、中央部及び後方部に区分する括れ部を、前記長手方向に沿う左右両側縁に有しており
、前記前方部及び前記後方部はそれらの最大幅が略同一であるとともに、前記中央部の最
大幅は前記前方部及び前記後方部の最大幅よりも狭く、前記中央部には、該中央部におけ
る前記左右両側縁よりも前記幅方向内方の位置に、該幅方向の外方へ向けて凸の弧状をし
た防漏溝が、該左右両側縁の形状に略倣うように形成されている吸収性物品。
【００５３】
〔２〕　前記長手方向に沿う２つの前記括れ部間の距離が、前記物品の該長手方向の長さ
の２０％以上５０％以下である前記〔１〕に記載の吸収性物品
〔３〕　前記前方部と前記中央部とを区分する位置又はその近傍の位置に、及び前記後方
部と前記中央部を区分する位置又はその近傍の位置に、前記幅方向に沿って延びる連続し
た第２の防漏溝を備える前記〔１〕又は〔２〕に記載の吸収性物品。
〔４〕　前記中央部における前記幅方向の中央域に、前記物品の前記幅方向における曲げ
剛性を高めるための圧縮手段を有する前記〔１〕ないし〔３〕のいずれか１つに記載の吸
収性物品。
【００５４】
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〔５〕　前記前方部及び前記後方部においては、それらの幅方向における最大幅を有する
位置から前記括れ部に向けて前記物品の幅が漸減している前記〔１〕ないし〔４〕のいず
れか１つに記載の吸収性物品。
〔６〕　前記前方部及び前記後方部においては、それらの幅方向における最大幅を有する
位置が、該前方部及び該後方部における長手方向中央点と、該前方部及び該後方部におけ
る長手方向先端部との間に存在している前記〔１〕ないし〔５〕のいずれか１つに記載の
吸収性物品。
〔７〕　前記中央部に形成されている前記防漏溝が、該中央部内にのみ位置している前記
〔１〕ないし〔６〕のいずれか１つに記載の吸収性物品。
〔８〕　前記中央部に形成されている前記防漏溝が、前記吸収層における前記長手方向に
沿う左右両側縁よりも前記幅方向外方に位置している前記〔１〕ないし〔７〕のいずれか
１つに記載の吸収性物品。
【００５５】
〔９〕　前記中央部における前記防漏溝は前記括れ部よりも長手方向中央側に両端部が位
置している前記〔１〕ないし〔８〕いずれか１つに記載の吸収性物品。
〔１０〕　前記前方部及び前記後方部においては、前記中央部における前記防漏溝と連続
していない、長手方向に延びる前方部第１防漏溝及び後方部第１防漏溝が設けられており
、これらは前記物品の幅方向内側に向けて凸となるよう湾曲している、前記〔１〕ないし
〔９〕いずれか１つに記載の吸収性物品。
〔１１〕　前記前方部第１防漏溝及び後方部第１防漏溝は、その長手方向中央寄りの端部
の位置を前記括れ部と長手方向に一致させるか、又はその近傍に配されている、前記〔１
０〕記載の吸収性物品。
〔１２〕　前記前方部第１防漏溝及び後方部第１防漏溝の長手方向中央寄りの端部は、こ
れに最近接する前記中央部における防漏溝の端部よりも、幅方向に関して外側に位置して
いる前記〔１０〕又は〔１１〕記載の吸収性物品。
【００５６】
〔１３〕　前記防漏溝と、前記前方部第１防漏溝及び後方部第１防漏溝とは長手方向に関
して離間している前記〔１０〕ないし〔１２〕のいずれか１つに記載の吸収性物品。
〔１４〕　前記防漏溝と、前記前方部第１防漏溝又は後方部第１防漏溝との離間距離が０
．２ｍｍ以上５ｍｍ以下である前記〔１３〕記載の吸収性物品。
〔１５〕　パンティライナである前記〔１〕ないし〔１４〕のいずれか１に記載の吸収性
物品。
【符号の説明】
【００５７】
１０　パンティライナ
１１　表面層
１２　防漏層
１３　吸収層
１４　周縁接合部
１５　前方括れ部
１６　後方括れ部
１７　側縁
１９　点状押圧部
２０　第１の防漏溝
２１　第２の防漏溝
２２　前方部第１防漏溝
２３　後方部第１防漏溝
２４　第１の押圧部
２５　第２の押圧部
２６　前方部第２防漏溝
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２７　後方部第２防漏溝
２８　第３の押圧部
２９　第４の押圧部

【図１】 【図２】
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